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Ⅰ. 副会長挨拶 

日本地域学会 

副会長 徳永澄憲 

はじめに 

 

昨年 12 月に開催されました新理事会においてご推薦い

ただき,2019・2020 年度の副会長を務めさせていただくこ

とになりました。会長の髙橋秀悦先生にご指導いただき

ながら,微力ながら本学会のより一層の発展に尽力した

いと思っておりますので,宜しくお願い申し上げます。 

私事になりますが,私が本格的に地域科学に取り組み

始めたのは,大学教員でありながら,地域科学の創始者

W.アイサード教授が開設したペンシルベニア大学大学

院地域科学研究科に留学してからです。その当時,W.ア

イサード先生はまだ現役で教えていましたし,藤田昌久

教授,T.スミス教授及び R.ミラー教授等,錚々たる教授陣

が揃っていました。最初に驚かされたのが,Regional 

Science 622 での博学なアイサード先生の地域科学に対

する熱い思いの講義と分厚いテキスト（4 冊分で 2500 頁）

でした。この講義は,まさに地域科学総論とでも呼ぶに相

応しい講義で,地域科学の多様な分野（交通,都市・地域

経済,農業等）の地域問題を解決するために,彼自身が

実際のプロジェクトで開発し利用した実践的な多様な手

法（統合多地域モデル,立地モデル,地域産業連関モデ

ル,地域 LP アプローチ,産業複合体アプローチ,重力モ

デルなど）を実例に基づき,我々大学院生に問いかけな

がら講義してくれたことを 30 数年経た今も鮮明に思い出

します。ペン大で博士号を取得後は,多様な研究分野と

実践的な研究手法を持つ地域科学の魅力に取りつかれ,

日本地域学会や PRSCO,NARSC や WRSA の年次大会,

さらに２～4 年に一度の世界大会にできる限り出席し研

究報告をするように心がけてきました。 

会員の皆様がご承知のように日本地域学会は,現在,

経済学，地理学，交通計画学，社会学,環境学,農学，都

市計画学などの多様な分野からなる研究者や実務家か

ら構成され,その 1000 名を超える会員によって地域科学

に関する総合的で学際的な学術研究が進められていま

す。特に,本学会が他学会と比べて誇れる点は,国際地

域学会（RSAI）の会長を務められた河野先生と氷鉋先生,

及び歴代会長のご尽力により組織面と研究面とでグロー

バル化が著しく進展している点です。１つは,本学会が国

際 地 域 学 会 (RSAI, Regional Science Association 

International)の傘下にあり,日本だけにとどまらず世界の

会員と研究交流ができる点です。1954 年に創設された

RSAI は北米地域学会(NARSC, The North American 

Regional Science Council),欧州地域学会（ERSA, The 

European Regional Science Association）,環太平洋地域

学会（PRSCO, The Pacific Regional Science Conference 

Organization）,及びラテンアメリカ地域学会(LARSA, The 

Latin America Regional Science Association)の４つのメガ

地域学会から構成され,特に日本地域学会は PRSCO に

おいて研究面・組織面で中心的な役割を果たしており，

毎年多くの本学会員が PRSCO に参加し積極的に研究

報告を行っています。もちろん,本学会の会員は,PRSCO

以外の国際地域学会の年次大会や 2 年に一度の世界

大会にも参加し,最新の地域科学の研究動向を探索す

るとともに,世界の会員と研究面で切磋琢磨し,世界に情

報を発信しています。もう 1 つは,既に本学会ニューズレ

ターの前号で髙橋会長が述べられているように,氷鉋先

生の強力なリーダーシップの下に 2017 年に英文機関紙

Asia-Pacific Journal of Regional Science(APJRS) が

Springer から刊行されたことと,同じく Springer から地域

科学の英文専門書シリーズ New Frontiers in Regional 

Science: Asian Perspective が刊行されたことにより,英語

での研究成果の刊行が可能になった点です。研究成果

を英文誌に投稿し,それを蓄積し改訂し専門書を刊行で

きるというアカデミックスタイルが確立されていることは,日

本地域学会の会員にとって極めて研究上の利点である

と思われます。 

 情報通信や交通手段の革命的な発達やメガ自由貿易

協定（FTA）の出現等により,経済・経営のグローバル化

が進展する一方で,米国と中国の貿易戦争等のブロック

経済化も進んでおり新たなグローバル問題が生まれて

います。一方,国内では少子高齢化社会や AI に代表さ

れる第 4 次産業革命を迎えると共に,海外から多数の訪

日外国人や移民を受け入れ,新たな地域問題が発生し

ています。グローバルとローカルな視点を持つ地域科学

にとって,これらの新しい難問は新しい飛躍の種であり,

新たな分析手法の開発が求められています。地域科学

を創設したアイサード先生の意気込みに立ち戻り,地域

科学の新たな地平を切り拓くことが,日本地域学会のさら
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なる使命であると思われます。副会長として微力ながら

日本地域学会の発展に尽力する所存です。会員皆様の

ご理解とご協力をお願い申し上げ,副会長の挨拶とさせ

ていただきます。 

 

 

Ⅱ. 日本地域学会第 56 回年次大会 

令和元年 9 月 13 日(金)～15 日(日) 

 

第 56 回年次大会が久留米大学において下記の通り

開催されます。 

記 

開催日：2019 年 9 月 13 日(金)～15 日(日) 

開催校：久留米大学 

会 場：久留米大学御井キャンパス 

住 所：〒839-8502 福岡県久留米市御井町 1635 

 

(大会実行委員会) 

委員長 秋本耕二(久留米大学経済学部) 

副委員 浅見良露(久留米大学経済学部) 

委員   境和彦(久留米大学経済学部) 

委員   加藤淳一(久留米大学商学部) 

委員   野崎竜太郎(久留米大学経済学部) 

委員   中村大輔(中央大学国際経営学部) 

委員   高島伸幸(九州大学エネルギー研究教育機構)    

 

(大会事務局) 

〒839-8502 久留米大学経済学部経済学科 秋本耕

二研究室（久留米市御井町 1635） 

(大会実行委員会メール) 

 jsrsai2019@gmail.com 

(大会情報) 

https://sites.google.com/view/jsrsai2019/ 

(日本地域学会・日本不動産学会共催 国際シンポジウ

ム)  

日時：2019 年 9 月 13 日(金) 9：00～11：00  

場所：久留米大学御井キャンパス 500 号館 51A 教室 

テ ー マ ： 『 Territory, Tourism, and Sustainable 

Development（地域,ツーリズムおよび持続可能な発展)』 

(公開シンポジウム) 

日時：2019 年 9 月 14 日(土)15：00～17：50      

場所：久留米大学御井キャンパス 御井本館 1 階 11A    

教室 

テ － マ：『河川流域における地域づくりと経済の活性化』 

 

(参加費等)------------------------------------  

参加費：一般会員         5,000 円   

            学生会員           3,000 円      

    非会員          10,000 円 

※国際シンポジウム,公開シンポジウムのみの参加は無

料。 

------------------------------------------ 

(申込み方法)  

日本地域学会ホームページに掲載されております「年

次大会申込フォーム」よりお申し込みください。画面上の

受付締切は 8 月 20 日(火)となっておりますが,まだご登

録がお済みでない方は早急にお申込み下さい。座長,

発表者,討論者を含め全ての参加者に申込みが必要で

す。なお総会(14 日 13 時 15 分を予定)を欠席される場

合は,委任状フォームの記入もお願いいたします。 

注意事項:  

1）  WEB 等を活用してホテル確保をお願い致します。

会場は,JR 九大本線「久留米大学駅前」下車,徒歩

5 分。また,西鉄バス「朝妻」バス停下車,徒歩 5 分で

す。西鉄久留米駅近辺のホテルが便利です。 

2） 発表方法 

各自で PC をご準備ください。各会場には VGA 

入力端子が設置されており,VGA ケーブルを準備し

ます。各自,必要に応じて,VGA 換アダプタ等(ex. 

HDMI 端子のみの PC を持ち込まれる場合等)をご

準備ください。 

3）   アブストラクト,レジュメなどは,学会の HP で公開

中です。 

URL：http://jsrsai.jp/ja/ 
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Ⅲ. 令和元年度日本地域学会総会 

令和元年 9 月 14 日(土) 

日本地域学会会員各位 

日本地域学会 

会長 高橋 秀悦 

本年度総会を下記要領で開催致しますのでご出席く

ださい。なお, 欠席される場合には日本地域学会ホーム

ページに掲載されております「年次大会申込フォーム」よ

り, 委任状をご提出下さい。 

記 

日時：令和元年 9 月 14 日(土) 13：15-14：50  

場所：久留米大学御井キャンパス 御井本館 2 階 12A 教

室  

総会次第 

 1) 開会の辞 

 2) 会長挨拶 

 3) 議題 

  (1) 新入会員・退会希望者の承認 

  (2) 平成 30 年度の事業報告の承認 

  (3) 平成 30 年度の収支決算の承認 

  (4) 令和 2 年度の事業計画の承認 

  (5) 令和元(平成 31)年度の収支予算(修正案)の承認 

  (6) 令和 2 年度の収支予算の承認 

  (7) 名誉会員の承認 

  (8) 第 57 回(2020 年) 年次大会の開催地 

開催校等の承認 

  (9) 第 58 回(2021 年) 年次大会の開催地 

 開催校等の取扱いの承認 

  (10) その他 

4) 報告 

  (1) 新入会員キャンペーンの継続 

  (2) 『地域学研究(第 49 巻)』の編集 

  (3) RSAI の動向 

  (4) PRSCO の動向 

   (5) その他 

5) 学会賞授与式 

  (1) 選考経過報告 

  (2) 学会賞授与(受賞者はⅣ． 委員会報告に 

別掲) 

  (3) 受賞者挨拶 

6) その他 

7) 閉会の辞                       以上  

 

 

Ⅳ. 理事会報告 

 

令和元年度 日本地域学会 第 1 回理事会 

日時：平成 31 年 4 月 20 日（土）13：00－15：00 

場所：学術総合センター 1 階特別会議室 102・103  

出席者:朝日,浅見,石橋,鐘ヶ江,木南(莉),國光,佐々木,

渋澤,鈴木,高橋,多和田,徳永,野崎（謙）,氷鉋,細江,松

本,水野谷,三友,の各理事（ただし,阿部,内田,斉藤,櫻井,

高野,髙橋,戸田，福井,正岡,柳原,吉田の各理事より委

任状付託; 以上理事 29 名出席）; オブザーバとして河

野顧問,酒井学会賞選考委員長,臼井名誉会員推薦委

員長, 秋本 2019 年度大会実行委員長,小川,内藤,野崎

(乃),黛,森岡の各幹事; 川本事務局秘書 

議題 

1. 新入会員・退会希望者の承認 

水野谷総務担当常任理事より,個人会員（12 名）

の入会希望と個人会員（26 名）の退会希望があっ

た旨報告があり，これを審議した結果,総会に諮る

事を諒承された。この結果,正会員 1,023 名,法人会

員 6 団体となった。 

2. 平成 30 年度決算（案）の審議と承認 

水野谷総務担当常任理事より, 平成 30 年度決

算（案）について説明があり,これを諒承。 

鐘ヶ江理事より PRSCO 準備金の次年度に繰り越し

について説明があり,これを諒承。 

3. 令和元(平成 31)年度予算（修正案）の審議と承認 

水野谷総務担当常任理事より, 令和元(平成 31)

年度予算（修正案）の修正について説明があり,これ

を諒承。 

4. 令和 2 年度予算の審議と承認 

水野谷総務担当常任理事より, 令和 2 年度予算
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について説明があり,これを諒承。 

5. 平成 30 年度事業報告 

水野谷総務担当常任理事より, 平成 30 年度事

業について報告があり,これを諒承。 

6. 令和 2 年度事業計画 

水野谷総務担当常任理事より, 令和 2 年度事業

計画について説明があり,これを諒承。 

7. 第 56 回（2019 年）年次大会の並行セッション及び

シンポジウムの編成 

水野谷総務担当常任理事より第 56 回（2019 年）

年次大会について事務局からの説明があり,これを

諒承。 

久留米大学の秋本大会実行委員長より第 56 回

（2019 年）年次大会について説明があり,これを諒

承。 

8. 第 57 回（2020 年）年次大会について 

水野谷総務担当常任理事より第 57 回（2020 年）

年次大会は10月に東日本の大学で開催することで

交渉中の旨説明があり,次回の理事会までに決定

することを諒承。 

9. ニューズレターへの入退会員の記載について 

水野谷総務担当常任理事より，ニューズレター

への会員情報の掲載について意見収集がされた。 

ホームページ上でのパスワード設定による公開等を

含め,今後対応を協議することを諒承。 

10. 災害割引について 

石橋理事より，自然災害発生時の会費規定と年

次大会規定について説明があり,これを諒承。 

11. 事務局のインターネット利用について 

水野谷総務担当常任理事より，事務局でのネット

ワーク利用に関しモバイルのネットワークルーター

導入の旨が提案され, これを諒承。 

12. 『地域学研究』セット販売の推進 

髙橋会長より, 『地域学研究』セット販売につい

て説明があり,これを諒承。 

13. 新入会員勧誘キャンペーンの推進 

髙橋会長より新入会員勧誘キャンペーンの推進

について説明があり,これを諒承。 

14. その他 

水野谷総務担当常任理事より，資産評価学会か

らの後援名義使用依頼について説明があり,これを

諒承。 

報告事項 

1) 機関誌編集委員会報告 

多和田機関誌編集委員長より，『地域学研究』49

巻の掲載候補論文の選考と刊行進捗状況につい

て報告があった。 

2) Asia-Pacific Journal of Regional Science (APJRS)に

ついて 

氷鉋企画担当理事より，”Asia-Pacific Journal of 

Regional Science (APJRS)”の掲載候補論文の選考

と刊行進捗状況について報告があった。 

3) 第 1 回学会賞優秀発表賞選考委員会報告 

酒井学会賞選考委員長より，第 1 回学会賞優秀

発表賞選考委員会における最優秀発表賞選考結

果について報告があった。 

4) 第 1 回学会賞選考委員会報告 

酒井学会賞選考委員長より，第 1 回学会賞選考

委員会における各賞選考状況について報告があっ

た。 

5) RSAI の動向 

渋澤理事より,RSAIの動向について報告があった。 

6) PRSCO の動向 

・PRSCO 事務局長選出の件 

渋澤理事より,選出者の検討についての報告がさ

れた。 

渋澤理事より,PRSCO の動向について報告があ

った。 

7) 第 10 回(平成 31 年度(2019 年度))日本学術振興会

育志賞受賞候補者の推薦について 

水野谷総務担当常任理事より，育志賞受賞候補

者の推薦についての説明があった。 

8) その他  

特に無し                      

以上  

 

令和元年度 日本地域学会 第 2 回理事会（持回り） 

日時：令和元年 5 月 27 日（月） 15:00 

議題：千葉商科大学主催 第 6 回全国高校生「環境スピ

ーチコンテスト」 

後援名義使用の件 

上記後援名義使用を許可する件につき審議に付し,
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承認が得られた。 

 

令和元年度 日本地域学会 第 3 回理事会（持回り） 

日時：令和元年 6 月 3 日（月） 15:00 

議題：資産評価政策学 2019 年度総会シンポジウム「エ

リアマネジメントの資産等に与える効果」 

後援名義使用の件 

上記後援名義使用を許可する件につき審議に付し,

承認が得られた。 

 

令和元年度 日本地域学会 第 4 回理事会 

日時：令和元年 6 月 16 日（日） 13：00－15：00 

場所：学術総合センター  1 階特別会議室 102・103  

出席者:朝日,石橋,鐘ヶ江,木南(莉),國光,櫻井,佐々木,

渋澤,鈴木,高橋,徳永,戸田,氷鉋,水野谷の各理事(ただ

し,浅見,阿部,内田,斎藤,櫻井,野崎(謙)，福井,正岡,松

本,三友の各理事より委任状付託; 以上理事 24 名出

席）; オブザーバとして臼井名誉会員推薦委員長,河野

顧問,酒井学会賞選考委員長,三橋顧問,小川,野崎(乃),

黛,森岡の各幹事; 川本事務局秘書 

議題 

1.  新入会員・退会希望者の承認 

水野谷総務担当常任理事より,個人会員（22 名）

の入会希望と個人会員（3 名）の退会希望,名誉会

員の鈴木多加史先生のご逝去の旨報告があり，こ

れを審議した結果,総会に諮る事を諒承された。こ

の結果,正会員 1,041 名,法人会員 6 団体となった。 

2.  平成 30 年度決算（案）の修正について  

櫻井財務担当常任理事より, 平成 30 年度決算

（案）について説明があり,これを諒承。 

3.  令和元(平成 31)年度予算(修正案)の修正について  

櫻井財務担当常任理事より, 令和元（平成 31）

年度（修正案）の修正について説明があり,これを諒

承。 

4.  令和 2 年度予算（案）の修正について 

櫻井財務担当常任理事より,令和 2 年度予算（案）

の修正について説明があり,これを諒承。 

5.  第 56 回(2019 年)年次大会の並行セッション及びシ

ンポジウムの編成  

水野谷総務担当常任理事より第 56 回（2019 年）

年次大会について事務局からの説明があり,これを

諒承。 

久留米大学の秋本大会実行委員長より第 56 回

（2019 年）年次大会について説明があり,これを諒

承。             

高橋会長より決定していない座長および討論者

を検討することについて依頼があった。 

6.   第 57 回（2020 年）年次大会準備の進捗状況 

水野谷総務担当常任理事より第57回（2020年）

年次大会は東洋大学で開催が決定したことが説

明され,これを諒承。 

東洋大学の佐々木理事より大会実施について, 

9 月中旬または下旬の 2 つの日程案で検討との説

明があった。 

7.   『地域学研究』セット販売の推進  

髙橋会長より, 『地域学研究』セット販売につい

て説明があり,これを諒承。 

8.   新入会員勧誘キャンペーンの推進  

髙橋会長より新入会員勧誘キャンペーンの推進

について説明があり,これを諒承。 

9.   PRSCO 事務局長選出の件 

氷鉋企画担当理事より PRSCO 事務局長選出及

び,予算措置の検討について提案がなされ,これを

諒承。 

10.  その他 

     特に無し 

報告事項 

1)  令和元年度理事会（持回り）第 2 回，第 3 回 

水野谷総務担当常任理事より, 令和元年度理事

会（持回り）第 2 回，第 3 回について報告があった。 

2)  名誉会員推薦委員会報告 

臼井名誉会員推薦委員会長より,名誉委員の推

薦について報告があった。 

3)  令和元年度第 2 回学会賞選考委員会報告 

酒井学会賞選考委員長より，第 2 回学会賞学位

論文賞選考について報告があった。 

4)  第 63 回機関誌編集委員会報告 

水野谷総務担当常任理事より，『地域学研究』第

49 巻の掲載候補論文の選考と刊行進捗状況につ

いて報告があった。 

EM Editoｒメンバーの交代について報告があった。 

氷鉋企画担当理事より編集委員会規定の変更
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について提案があった。 

氷鉋企画担当理事より Asia-Pacific Journal of 

Regional Science の編集状況について報告があっ

た。 

5)  第 10 回(2019 年度)日本学術振興会育志賞受賞候

補者の推薦について 

水野谷総務担当常任理事より，日本学術振興会

育志賞受賞候補者の推薦について報告があった。 

6） 日本経済学会連合 2019 年度第 1 回評議委員会議

事録 

・2019 年度補助事業第 2 次募集 

鐘ヶ江理事より，2019 年度補助事業第 2 次募集

について説明があった。 

7)  RSAI の動向 

木南理事より,RSAIの動向について報告があった。 

8)  PRSCO の動向 

渋澤理事より,PRSCO の動向について報告があ

った。 

9)  その他  

特になし                      

以上 

 

 

Ⅴ.  委員会報告 

 

1.  名誉会員推薦委員会報告 

令和元年度 日本地域学会第1回名誉会員推薦委員会 

日時：令和元年 6 月 16 日（日）10:00-10:30 

場所：学術総合センター 1 階特別会議室 102・103  

出席者：臼井,櫻井,渋澤,水野谷,氷鉋の各委員 以上理

事 5 名出席；小川,野崎,黛,森岡,の各幹事；オブザーバ

ーとして酒井顧問；川本事務局秘書 

議題 

1. 名誉会員候補者について 

臼井名誉会員推薦委員会委員長より,多和田会

員を 36 代,氷鉋会員を 37 代,臼井会員を 38 代名誉

会員として今年度総会に発議することが報告された。

氷鉋会員より近藤光男会員は名誉会員規程第 3 条

第 1 号の要件を満たすので,名誉会員に推薦したい

旨提案され,39 代名誉会員として今年度総会に発議

することを理事会に提案することが決定された。 

2. その他 

特になし                    

 以上 
 

 

2.  学会賞選考委員会  

学会賞選考委員会 (委員長 酒井泰弘 滋賀大学名

誉教授)では,慎重な審議のうえ下記の会員の方々に

2019 年度(第 28 回)日本地域学会学会賞を授与する事

を決定しましたので報告致します。なお,授与式は本年

度の総会で執り行われます。 

 

功績賞： 

  細江守紀（九州大学名誉教授）博士（経済学） 

 

論文賞： 

該当なし 

 

奨励賞： 

該当なし 

 

著作賞： 

曽根秀一(静岡文化芸術大学文化政策学部准教

授)博士(経営学) 著 

『老舗企業の存続メカニズム 宮大工企業のビジネ

スシステム』 

 

城月雅大(名古屋外国語大学現代国際学部准教

授)博士(政策科学) 編著 

『まちづくり心理学』 

 

博士論文賞： 

吉田真悟（東京大学大学院） 

『都市近郊農業経営における多角化と持続的経営

発展–日英を対象とした経営戦略的接近-』 
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鈴木雅智（東京大学空間情報科学研究センター）  

『 Shrinking Housing Market and Long-Term 

Vacancy:A Synthesis (住宅市場の縮小に伴う長期

放置空き家の出現）』  

修士論文賞（熊田禎宣賞）： 

中村恵美（東京大学大学院） 

『東京都心部のフードデザート問題 ～港区麻布・

高輪エリアにおける食料品店への経済的アクセス

困難性に着目して』 

H30 最優秀発表賞(第 11 回)：   

坂本大貴（豊橋技術科学大学大学院工学研究科 

(博士前期課程)） 

『流域水害の経済被害と復旧プロセスに関するシミ

ュレーョン分析 ～豊川流域を対象として～ 』 

以上 

3. 機関誌編集委員会報告

日本地域学会 第 62 回 機関誌編集委員会 

日時：平成 31 年 4 月 20 日（日）11:00-12:00 

場所：学術総合センター 202・203 会議室 

出席者：浅見，秋本，石橋，鐘ヶ江，木南（章），木南

（莉），酒井，佐々木，渋澤，鈴木，高橋，多和田，徳永，

氷鉋，細江，松本，水野谷，三友，森岡；オブザーバとし

て小川,内藤，野崎(乃),森岡の各幹事；川本事務局秘書 

議題 

1. 『地域学研究』第 49 巻掲載候補論文の選考

多和田委員長よりレフェリー評価にもとづく第 49

巻の掲載候補論文の選考状況について報告があ

った。

2. Asia-Pacific Journal of Regional Science について

氷鉋企画担当理事及び平地様（Springer 社）より，

APJRS の編集及び出版状況等について報告があ

った。また,Springer Japan の APJRS 編集担当が平

地氏から長谷部氏，斎藤氏に変更することが報告さ

れた。引用件数増加方策について検討を進めるこ

とが氷鉋企画担当理事から提案され,これを諒承。 

3. その他

地域学研究 Editorial Manager (EM)の Editor メン

バーの再編成について多和田委員長から提案がな

され,これを諒承。

以上 

日本地域学会 第 63 回 機関誌編集委員会 

日時：令和元年 6 月 16 日(日) 11:00-11:50  

場所：学術総合センター 1 階特別会議室 102・103 

出席者：石橋,木南(章),鐘ヶ江,木南(莉),酒井,櫻井,

佐々木,渋澤,鈴木,高橋,徳永,戸田,氷鉋,水野谷,吉田

の各理事(ただし,浅見,内田,松本,三友,柳原各理事より

委任状付託;以上理事 20 名出席)；小川,野崎(乃),黛,森

岡の各幹事；川本事務局秘書 

議題 

１. 「地域学研究」第 49 巻掲載候補論文の選考・編集

状況について

 木南章副委員長（議長代理）及び水野谷理事より,

査読結果に基づく「地域学研究」第 49 巻掲載候補

論文の選考・編集状況について報告があり,これを

諒承。各号への掲載論文を決定した。 

２. 「地域学研究」Editor の一部入れ替えについて

   多和田委員長より提出された Editorial Manager 

(EM)の Editor メンバーの変更案について審議を行

い,案の一部を修正の上,メンバーの変更を決定し

た。また,次回の委員再編の際に Editorial Manager 

(EM)の Editor メンバーと機関誌編集委員会のメン

バーを合致させることが提案され,これを諒承。その

他,副編集委員長の役割の明確化及び EM ハンドリ

ングの迅速化についての提案がなされ,これを諒承。

３. APJRS 関連について

氷鉋企画担当理事より APJRS 編集状況について

の説明があり,これを諒承。併せてより多くの投稿の

促進と機関購読についての依頼があり,これを諒承。

４. その他

 特になし。

以上
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第 56 回年次大会準備委員会からのお知らせ 

会場案内 

久留米大学御井キャンパス 

●アクセス：ＪＲ九大本線 「久留米大学駅前」 下車, 徒歩５分 
       西鉄バス 「朝妻」 バス停下車, 徒歩５分 

 

 

 
３ ５００号館 国際シンポジウム（9 月 13 日） 
４ 御井本館  セッション（9 月 13～15 日）,理事会（9 月 13 日） 
９ 御井学生会館  懇親会（9 月 14 日） 

御井学生会館 

500 号館

御井本館 
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国際シンポジウム会場 

受付 

公開シンポジウム会場 
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休憩室 
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本部 
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